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聖路加看護学会は設立 30 周年という大きな節目を迎え、 

2025 年 9 月 27 日、聖路加国際大学にて記念式典および 

懇親会を開催しました。当日は、これまで学会を支えてこられ 

た多くの会員・関係者が一堂に会し、節目を共に祝いました。 

 

式典では、学会の歩みを振り返るため、この 30 年を「創成期」「展開期」「発展期」の三

期に便宜的に区分し、飯岡由紀子氏の司会のもと、小松美穂子氏、太田喜久子氏、山田雅

子氏が各期の特徴を紹介しました。創成期（1996–2004）は、常葉恵子氏、小澤道子氏、

飯田澄美子氏らの尽力により、看護実践の質向上を目指す学会の基盤が築かれた時期で      

した。     

看護系大学・大学院の増加への対応と 

して、多様な研究発表の場となり、後に 

つながる研究文化が形成されました。 

展開期（2005–2015）には、会員数・ 

学術大会参加者数が増加し、聖路加 

で教育を受けた、あるいは実践現場で 

活躍している大会長が、自ら探究する 

研究テーマを掲げて大会を企画し、会

員同士が広く研鑽と交流を深める場となった時期でした。発展期（2016–2025）では、

PCC（People-Centered Care）や Implementation Research、DNP(Doctor in 

Nursing Practice)などをテーマに、オンライン開催の時期も含め、多様で先進的な研究

が一層蓄積されたことが紹介されました。 

 

あわせて、学会誌の論文動向について高橋奈津子氏から報告があり、創刊から第 28 巻

までに 224 編が掲載され、質的研究が過半数を占めること、さらに Web 調査、メタアナリ

シス、混合型研究など、新しい研究方法が着実に増えていることが示されました。 

周年事業委員会 委員長 亀井智子 

 

会場のディスプレイ
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また、佐居由美氏からは、2 年間にわたる呼びかけに 

よって集まった「30 年の軌跡」の写真と会員メッセージ 

を取りまとめ、懇親会会場で展示している旨の報告があ 

りました。これらの発表から、看護実践に根差しつつ研究 

手法や領域が広がってきた本学会の特色が改めて確認 

されました。 

 

続く記念講演では、田代順子氏の司会により、WHO 西太平洋地域事務局の芝田おぐさ

氏より、PCC の国際的潮流と実装の進展に関する講演が動画で寄せられました。聖路加国      

際大学が WHO 看護開発協力センターとして取り組んできた成果が、世界における PCC 推

進にどのように生かされているかが示され、大変示唆に富む内容となりました。また記念シ

ンポジウムでは、大田えりか氏・髙橋恵子氏の座長により、菱沼典子氏・髙橋恵子氏・大久

保暢子氏・中村めぐみ氏・山下悦子氏の 5 名が登壇し、PCC の開発・実装における現場で

の挑戦と成果について、熱意あふれる報告が行われました。 

                                             夕刻からは大学ラウンジにて懇親 

会が開かれ、堀内成子氏の乾杯に 

続いて、木村登紀子氏・井部俊子 

氏による「聖路加看護学会の想い 

出」が語られました。その場は 30 

年を共に歩んできた会員と若い世 

代の会員が交流する温かい雰囲 

気に包まれました。 

 

そして、記念品には、鞄などに付ける学会のロゴ入りタグが 

配られました。 

今回の周年事業は、この 30 年間の先人への感謝とともに、 

次の 10 年・20 年へ向けた新たな出発点となるものであり、 

本学会はこれからも、看護の質向上と学術発展に向けて未来 

を切り拓いていくことを、参加者が感じる機会となりました。 

ご参加・ご協力いただいた皆さまに、心より御礼申し上げます。 

 

 

メンバー：大田えりか、奥裕美、片岡弥恵子、佐居由美、髙橋恵子、田代順子、三浦友理子 

  

懇親会の様子 

会員からのメッセージの冊子 

記念のブルーのタグ 
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第 30 回聖路加看護学会学術大会は、
「高度実践看護の未来を拓く－DNP の
実装と普及－」をテーマとして、聖路加
看護大学にて 2025 年９月 27 日（土）
に開催いたしました。 

さらなる高度実践看護の発展に向け
て 、 DNP （ Doctor of Nursing 
Practice）に焦点を当て、参加者の皆
様と共に高度実践看護の将来を考える機
会にしたいと考えました。 

当日の参加者は 173 名で、そのうち 45 名は大学院生、昨年の卒業生であり、
活気あふれる学術大会でした。会場エントランスには、よりよいケアの提供のた
めに、看護職が是非手を結びたい団体や企業の方々との情報共有、交流の場を設
定しました。参加者の皆さんが熱心に話し込む姿が印象的でした。また、発表演
題数は、口演 15 題、ポスター20 題で、卒論を含む様々なテーマの研究が発表さ

れました。 
大会長講演では、「高度実践看護の未来を拓く－DNP の実装と普及－」をテー

マに患者アウトカムを改善するために、エビデンスに基づくケア（Evidence 
based intervention: EBI）を実践に適用し、それを定着させ普及することの重要
性をお話ししました。特別講演は、ワシントン大学の馬屋原真佐子氏に「米国に
おける DNP のコンピテンシー」についてご講演いただきました。実際に米国にて
DNP コースでの教育を行っている馬屋原氏の講義を基盤として、シンポジウムで
は、日本において DNP を発展させるための戦略をテーマとした様々な立場の演者
による講演とディスカッション計画しました。DNP として活動している実践家、
教育者、看護管理者、病院管理の専門家、それぞれの立場から「DNP の未来を拓

く挑戦」の講演は、大変刺激的で、DNP の将来の発展を感じさせる内容でした。
さらに、ミニレクチャでは DNP コース修了生、DNP コース教育者、そして EBI
普及に尽力する研究者の３つのセッ 
 ションにて、それぞれ参加者の皆さ
んとのディスカッションが深まって
おりました。   
第 30 回学術大会は、学会設立 30

周年の記念すべき大会でした。参加
者、企画委員、そして当日の運営を
支援してくださった皆様のお陰で、

大変充実した大会とすることができ
ました。これまでの学術大会で得た
経験や学びを、次の第31回学術大会
長である飯岡由紀子氏に伝え、バト
ンを渡したいと思います。 

      

 学術大会長 片岡弥恵子（聖路加国際大学） 

    

 

  

 

 

第３０回聖路加看護学会学術大会を終えて 

           

大会長講演 

ミニセミナー「DNP の未来をどう切り拓くか」 
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【開催概要】 
１．学会テーマ： 

「橋をかける看護-調整力がつくる協働の未来-」 

２．会期：2026年 9月 26日（土） 

３．会場：聖路加国際大学（現地開催） 

４．プログラム：特別講演、シンポジウム、 

ランチョンセミナー、研究発表（実践報告・卒業発表含む） 

交流集会と多彩な内容で構成しています 

５．演題登録・交流集会募集期間： 

2026年 4月 6日（月）～6月 12日（金） 

６．学会ウェブサイト：右の QRコードより 

アクセスしてください 
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1 ε√ ͽцᵶϹγϹί γ ʼ  

           

医療の発展、高齢社会、地域包括ケアの発展などによりチ

ーム医療や多職種連携はますます重要となっています。医療

機関においても、在宅医療においても、看護職が患者、家族、

利用者、医師、薬剤師、医療ソーシャルワーカー、理学療法士

などを架け橋となってつなぎ、連携・協働を促進することが必

要とされています。 

一方、チーム医療や多職種連携では、価値観の違い、コミ

ュニケーション不足、役割の不明瞭さなど多様な課題が示さ

れ、理想と現実に隔たりがあると言われています。連携・協働

は、関連する医療者や状況により容易に変化し、マニュアルだ

けでは対応できません。この連携・協働の実現では、看護師 

がチーム医療や多職種連携の要としての役割を果たし、人と人をつなぐ能力を向上するこ

とが求められていると考えます。この能力を「調整力」という概念で捉えることとし今回の学

会の主軸テーマに「調整力」を位置付けました。第 31 回聖路加看護学会学術大会テーマ

は「橋をかける看護-調整力がつくる協働の未来-」です。看護の役割の明確化にむけて、

看護の未来に向けて、皆様とともに考えたいと思います。 

参加用ＱＲコード 大会ポスター 
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■高度実践看護開発検討委員会からのお知らせ  

          

■庶務からのお知らせ 

朝ごとに冷気が加わるこの頃、会員の皆様はいかがおすごしでしょうか。庶務では、学 

会活動の様々な側面から引き続き皆様をサポートできるように、引き続き取り組んで参り 

ます。 今年度の学会費の納入がまだの方がいらしたら、年末を機にご対応くださるように 

お願い申し上げます。 

入会は随時受け付けています。当学会に関心をお持ちの方がお近くにいらしたら、ぜひ 

ホームページにある案内をお知らせいただけますと幸いです。どうぞよろしくお願い申し上 

げます。 

 

https://slnr.or.jp/change/  または 
 

   

 （担当：五十嵐ゆかり、青木裕見、沖村愛子） 

 

2025年度研修会を、これまでご参加いただいた皆様からのリクエストにお答えして今 

回は以下のテーマで開催いたします。ホームぺージにも掲載しておりますので、お誘いあわ 

せの上、ご参加いただきますようお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

（担当：青木 悠、小林成光、小松崎朗子、山本加奈子、吉田智美、渡辺かづみ、柳橋礼子） 

●テーマ 「高度実践看護師が活躍する組織  ―看護管理者 

が求める高度実践看護師の役割開発― 」 

１.日時：2025年 12月 13日（土） 13時 00分～15時 15分  

質疑応答含む 

２.開催方法：リアルタイム・オンライン（会員無料・非会員 2000円） 

３.講師：大友 晋 氏 (聖路加国際大学 老年看護学 助教)  

Doctor of Nursing Practice 川口市医療センターで DNP として勤務 

         ： 田村 富美子 (聖路加国際病院 副看護部長) 

急性・重症患者看護専門看護師  

４．参加登録方法：Payvent より 

https://app.payvent.net/embedded_forms/show/68b79fcf39c02a268ee716eb 

必要事項を記入し、送信して下さい。2025年 11月 28（金）まで受け付けます。 

ホームページからもお申込みいただけます。 

 問い合わせ先：聖路加看護学会高度実践看護開発検討委員会

ṇ  

https://slnr.or.jp/change/
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Ṷ研究助成  

202５年12月1日（月）～2026年1月30日（金）に募集開始します。助成の申請につ 

いて早々にご準備いただければ幸いです。助成金額が総額40万円です。3月末までに選 

考結果をお知らせします。詳細は学会ホームページをご覧ください。 

多数の皆様の応募をお待ちしております。  

Ṷ学術交流集会 

2026年3月21日（土）に、オンラインで「地域共生社会と看護～実践家の活動と実践 

知～」 をテーマに開催します。地域共生社会の実現に向けて看護職が行っている活動と 

実践知をご紹介いただきます。 

分野別ではなく、広く地域でさまざまな場での看護の貢献を皆で考えていきたいと思い

ます。 参加費は、会員は無料（非会員2,000円）です。 

 

（担当：梅田恵、宇都宮明美、鈴木美穂、佐藤直子、中山祐紀子、 

松本文奈、山本真実、監物佳子） 

 

 

 

 

 

 

 

  

■学術交流委員会からのお知らせ 

学術集会ポスター 

申し込み QR コード 

研究助成案内 
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■編集委員会からのお知らせ 

2025 年 4 月から 10 月までの聖路加看護学会のホームページのアクセス状況につ

いてご報告いたします。 

ページごとの閲覧数は、トップページが最も多く（2,195 回）、次いで、学術大会情報

（1,262 回）、第 30回学術大会詳細ページ（1,160回）、学会誌紹介（678回）で、 ト

ップページの記事は『本学会 30周年事業委員会からのお知らせ』でした。 

読者の国別分布をみると、日本国内からは 93.2％、米国 4.0%、ドイツ 0.8%、英国

0.5%、中国 0.5%でした。日本国内のアクセスが大半を占めますが、海外からのアクセ

スも継続的に一定数確認されています。 

現在、当委員会では、鋭意、英語対応ページの開設を準備しております。今後も学会の

情報発信をより充実させ、会員の皆さまに有用な情報をお届けできるよう努めてまいりま

す。                                               （広報委員会 廣田千穂） 
                                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■広報委員会からのお知らせ 

11 月に入り、朝晩の冷え込みを感じる季節となりました。 

9 月 27 日（土）には、聖路加看護学会 30 周年記念行事が開催され、聖路加看護学会 

誌に見る 30 年の研究発表の動向を振り返りました。1997 年第 1 巻から 2024 年第 28

巻の論文総数は 224 編であり、総説 20 編、論説１編、原著 67 編、報告が 105 編、資料

25 編、その他 6 編でした。近年では、実装研究、メタアナリシス、混合研究など新たな研究 

方法による論文が掲載され、英語論文も増加してきています。 

第 29 巻では、2 編の研究報告（うち 1 件は英語論文）が近日中に公開予定です。 

国内外の研究者、様々な職種の方々や当事者の方々との協働研究や実践に取り組まれて

いる皆様からの投稿を、編集委員一同、心よりお待ちしております。 

 

（担当：髙橋奈津子、大坂和可子、飯田真理子、川端愛、三浦友理子、榎戸文子、 

加藤木真史、沢田恵、蜂ヶ崎令子、山岡栄里、髙山千春） 

 

期間中のアクティブユーザーの国別分布（Google アナリティクス） 
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[学会ホームページ] https://slnr.or.jp/ 
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[編集後記] 

 

社員総会のご報告 

ṇ  

     （海老原樹恵 廣田千穂 池口佳子 増澤祐子 賀数勝太 飯岡由紀子） 

 

2025年 9月 27日に総会が開催され、 

2024年度の会計・事業が適正に執行され 

たとの監査報告、30周年記念事業の成功、 

および第 29回学術大会の報告が承認され 

ました。 

会員数は減少傾向にあり、今後の会員増 

強が課題となります。2025年度は、30周年 

記念事業の開催や第 30回学術大会の開催、 

英語版ホームページ作成など新規事業を含 

む予算計画が承認されました。  
 

◆◆次回学術大会のお知らせ◆◆ 

第 31回学術大会は、飯岡由紀子会長（埼玉県立大学）のもと、2026年 9月 26日（土）

に聖路加国際大学で現地開催されます。 

テーマは「橋をかける看護—調整力が作る協働の未来」です。 

                                                 （広報委員会 池口佳子） 

今年度は、学会設立 30周年という記念すべき年でした。総会では、次の 10年に向けた

重要な事業計画が承認されました。海外からニュースレターをご覧くださる方が年々増え 、

いよいよ英語版ホームページの作成の取り組みも始まりました 。来年、聖路加国際大学で

現地開催される 第 31 回学術大会のテーマは「橋をかける看護—調整力が作る協働の未

来」です 。このニュースレターも、世界に向けて、さらに様々な情報を発信してまいります。今

後ともご期待ください！ 

https://slnr.or.jp/

